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4

　

宗
教
の

本
質
に

つ

い

て

特
宀

疋

の

教
義
を
重
ね
合
わ

せ
た
上
で

伝
え

る

べ

き
か
、

そ
れ

と
も
教

義
の

特
徴
を
可
能
な
限
り
差
し
引
き、

客
観
的

に

伝
え
る

べ

き
か

。

あ
る

い

は

融
合
し
て

伝
え
る
べ

き
か

。

　
こ

れ
ら
を

、

図
と
し

て

資
料
展

開
し

た
（
図
に

関
し
て

は

省
略）

。

ま

た、

現

在
も
行
わ
れ
て

い

る

の

で
、

結
論
の

代
わ
り
に

メ

デ
ィ

ア
・

他
の

教

育
（
研
究）

機
関
と

の

連
携
に

つ

い

て

も

若
干
触
れ

た

次
第
で

あ
る

。

宗
教
的
問
い

「

何
」

・
「

何
事
」

考

　
　
　

宗
教
教
育
方
法
の

デ
ザ
イ

ン

ー

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

小
山
　
「

乘

　
一
　

疑
問
詞
「

何
」

は

研
究
の

母
と

い

う
。

本
稿
の

目

的
は

、

（

一
）

拙

前
稿
「

何
・

不
可
思

議
・

何

事
・

畏
敬
の

念
　
　
宗
教
教

育
批

判
論
議
の

思
考
方
法
批
判
」

（
日
本
仏
教

教
育
学
研
究、

七
、

平
成
一
一

年）

で

取
り

扱
っ

た
「

宗
教
的
問
い

「

何

事
」

考
」

で

の

疑
問
詞
「

何
」

の

姿
態
を

再

考
し

、

（
二
）

数
の

単
位
の

、

一

…

億
・

兆
…

恒
河
沙
…

不
可
思

議
、

無
量

大
数
（
吉
田
光
由
『

塵
劫

記
』

）

に

人
知
の

限
界
的
表
現
を
看
取
し

、

（

三
）

小
学

校
の

道
徳
の

「

内
容
」

中
の

用
語
「

不
思
議
」

（
中
学
年
V

、

「

人
間
の

力
を
超
え
た

」

（

高
学
年
）

等
の

教

育
方
法
の

デ

ザ
イ
ン

（
走
路）

構
想
の

「

原、

み
な
も
と
」

を

得
る

に

あ
る

。

不
思
議

認
識
へ

連
関
す
る

疑
問
詞

「

何
」

の

げ
Φ

話
8
巴．

な

発
達
・

地

域
分

布
研
究
に

は
、

堀
七
蔵

『

児
童

生

徒
の

疑
問
の

調
査
研
究
』

（
福
村
書
店、

一

九
六
三

年）

が
詳
し
い

。

　
二

　
疑
問
詞
「

何
」

は
、

文
字
学
的
に

は
、

【

［
字
訓
］

に

な

う
・

な

に
・

い

ず
く

。

「

甲
骨

魂
」 、

「

『

説

文
』

、

聰
」

。

「

金

文

病
を

。

金

文
に

洌
に

作
る

形
が

あ
り、

顧
み

て

誰
何
（

す
い

か
）

す
る
形

。

」

】

（

白
川

静

『

字

通
』

）

と
み

え
る

。

【

「

誰

何
」

と
は

「

「

誰
か
」

と

声
を
か

け
て

名
を

問
い

た
だ

す
こ

と
。

呼
び
と
が
め

る

こ

と
。

】

（

『

広

辞
苑
』

）

と
み

え
る
。

「

字
」

の

命
名
を

受
け
た

人
の

子
が、

あ
る

時
空
で、

と
に

か
く
【
何
も

の

か

が

そ
こ

に

い

る

（

ω

o

ヨ
卑
巨
⇒
騎

号
霞
 

ご

と
い

え
る

よ

う
な

何
ら

か
の

知

覚
を
生
起
し

、

い

か
な
る

得
体
で

あ
る

か
を

問
う
姿
態
が

「

何
」

で

あ
り、

定
義
不
能

事
態
は

適
応
機
制
に

も

波
及
す
る

。

　
三

　
「

何
の

木
の

花
と
は

し
ら

ず
匂
い

か

な
」

（
芭

蕉）

を
引

く
。

こ

の

「

何
」

の

生
起

文
脈
は

複

雑
で

根
深
い

。

半
僧
半

俗
姿
の

過
客
の

芭
蕉
の

「

何
」

は
西
行
の

「

何
事
」

と

共
感
し、

神
仏
の

習
合
を

奇
し
く

も
問
う

「

何
」

で

あ
る

。

西
行

没
後
五

百
年
目
の

『

笈
の

小

文
』

の

旅
の

芭
蕉
は

、

西
行
へ

の

追

慕
の

念

篤
く、
【
「

西
上
人
の

な
み

だ
の

あ
と
を

し
た
ひ
」 、

か
つ
、

「

世

人
が
伝
え
る

そ
の

和

歌
に

こ

も
る

衆
生
の

切
な
い

心

根
を

汲

ん

で
、

み

ご

と
な

句
作
を

示
し

た
」】

（
岡
野
弘
彦
『

日
本
の

古
社
　
伊
勢

神
宮
』

平
成
一

五

年
、

淡
交

社
）

。

朝
熊
岳
・

金
剛
證
寺
を
想
起

す
る

。

　
四

　
世
人
が

伝
え

る
西

行
の

作
と

さ
れ

る
歌
を

引
く

。

「

道
中
伊

勢
音

頭
（
敬
神
の

歌
ご
（
畑

嘉
聞

作
）

に

西
行
の

歌
が

編
み

込

ま
れ

て

い

る

こ

と
に

は
】

顧
し
て

お
き
た
い

。

　
　

何
事
の

お
は
し
ま

す
か
は

（
を
ば）

し
ら
ね
ど
も

　
　

　
か
た

じ
け
な
さ
に

（
の
）

な
み

だ
こ

ぼ

る

る

　
西

行
研
究
者
（
坂
囗

博
規、

元

駒
澤
大
学
教
授
V

に

よ
れ
ば

、

作
者

論

議
の

余
地
な
し
と

し
な
い

。

今
は
、

世
人
が
伝
え
る
こ

の

歌
の

宗

教
的
疑

問
態
「

何
事
」

措
定
に
至
る

脳
の

生

理
過
程
・

軌
跡
を
仮

説
的
に

素
描
し

て

み
た
い

。

思
考
実
験
に

よ

る

「

oo

霞
ω
Φ

・

走
路
」

の

架
設
で

あ
る

。

　
素

朴
で

純
粋
で

個
人

的
な

問
い

の

「

何
（

薯

冨
一）
」

が

生

起
す
る

。

得

体
を

定
義
す
る

こ

と

が
不
可
能
と

い

う
事
態
に

直
面
す
る

。

そ
れ
で

も
と

に

か

く
「

或
る

何
だ
か
」

の

存
在
を

感
じ
る

の

は

禁
じ

得
な
い

。

「

注
意
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深
く
観
察
す
る

」

、

ま
た

は
、

「

聖
な
る

或
る

何
だ
か
と

結
ぶ
」

こ

と
を
お

も
う
に

し
て

も、

思

議
不
能

。

定
義
不
能

。

と

に
か
く

「

何
事
」

と
し

か

表
現
の

し
よ

う
が

な
い

。

「

思

議
し

よ

う
と

し
て、

思

議
尽

く
せ

ず
」

、

「

思

議
不
可

能
事
態
を
甘
受
し

」

、

そ
れ
で

も
「

そ
の

事
態
を
言
語
表
現
せ

ん

と

す
る

次

元
か
ら

」

、
「

不
可
思
議
」

と

措
定
し、

「

不
可

思
議
事
態
を

メ

タ

的
に

思
議
す
る
」

そ
の

挙
げ
句
が
「

何
事
（

≦

訂
B
 
の

の）

…
」

の

詠
歌

中
の

「

何
事
」

に

結

果
し
た

。

こ

こ

に
、

「

何
」

か
ら

「

何
事
」

、

．
ミ
『

讐、

か
ら
、

≦
げ
四

ヨ
Φ

ω

ω ．
へ

の

展
開
の

原
を

穿
つ

。

　
五

　
禅
籍
に
、

「

こ

の

道
は

、

恁
麼
は

こ

れ

不
疑
な

り、

不
会
な
る

が

ゆ

ゑ

に
。

是
什
麼
物
な
る

が
ゆ
ゑ

に
、

万

物
、

ま
こ

と

に
か
な
ら

ず
什
麼

物
な
る

と

参
究
す
べ

し
。

什
麼
物
は

、

疑

著
に

は

あ
ら
ざ
る

な
り、

恁
麼

来
な

り
。

」

（
『

正

法
眼一ひ
臧

　
恁

麼
』

岩
波
文

庫
、

上
、

四
三
一

−
四

三

二

頁
）

と

す
る

。

疑
問

詞
「

何
」

を

究
明
し

「

何
の

字
は

邊
際
な
き
義
也
」

と

の

示
も
知
ら
れ
る

。

疑
問
態
と

坐
と
を

止
揚
す
る

。

学
校
に

お

け
る
瞑
想

実
践

　
　
　

小
学
校
・

中
学
校
で
の

実
践
と
そ
の

評
価

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

得
丸
　
定
子

　
子
ど
も
も

大
人
も
ス

ト

レ

ス

過
剰
で

疲
れ
が
ち
な

昨
今
で

あ
る

。

禅
瞑

想
か
ら
開

発
さ
れ

た

宗
教
性
の

な
い

マ

イ
ン

ド
フ

ル

ネ
ス

ス

ト
レ

ス

低
減

プ
ロ

グ
ラ

ム

は
生

理
・

心
理
・

脳

科
学
面
か
ら
の

研

究
が

進
み
、

世
界
的

な
学

術
雑
誌
で

は
、

子
ど

も
と
マ

イ
ン

ド
フ

ル

ネ
ス

に

関
す
る

報
告
は

膨

大
で

あ
る

。

し
か
し、

国
内
雑
誌
で

は、

現
時
点
二

報
程
度
で

今
後
の

研

究
が

期
待
さ
れ
る
領
域
で

あ
る

。

ゆ

え
に

、

本
報
告
は

子
ど

も
を
対
象
と

し

た

簡
易
な
瞑
想
実
践
と

そ
の

評
価
を

報
告
す
る

。

【
目
的】

児
童
・

生

徒
は

ま
だ
自
分
の

生

活
体
験
か
ら

ス

ト
レ

ス

対
処
法

を

見
出

す
こ

と
は

難
し

く、

ま
た
ス

ト
レ

ス

反
応
を

う
ま

く
大
人

に
も
伝

え
ら
れ

ず
、

我
慢
し

て

い

る

と
い

う
実
態
が

報
告
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

現

状
下

、

子
ど
も
へ

の

ス

ト

レ

ス

低
減

教
育
の

実
践
は

少
な

く、

し
か
も
精

神
的
な

取
り

組
み

が

主

流
で

あ
る

。

ゆ
え

に、

本
研
究
は

「

生
き
る
力
」

育
成
の
一

環
と
し

て
、

呼
吸

法
を

中
心
と

し
た

簡
単
な
瞑

想
を
実
践
し

、

学
校
教
育

、

日
常
生
活
へ

の

導
入
を

見
据
え
て

そ
の

基
礎
的
知
見
を

得
る

こ

と
を

目
的
と

し

た
。

【

方
法】

小

学
生

対
象
者
は

高
山

市
内
の

公

立

小
学

校
三

年
生
二

十
二

名、

期
間
平
成
二

十
一

年
一

〇

月
下
旬
一

か
月、

瞑
想
種

類
は
呼

吸
法
と

ボ

デ

イ

ス

キ

ャ

ン
、

時
間
帯
は

朝
五

〜
一

〇
分

、

回

数
は

週
二

〜
三

回
行

っ

た
。

評
価
は

ア

ン

ケ
ー

ト
調
査

。

内
容
は
対

象
校

教
員
の

要
望
を

重
視

し
て

設
定
し
、

 
属
性
と

生
活
習
慣、

 
独
立

協
調
性

、

 
学
習
志

向
性

、

 
友
人
関
係、

 
学
習
意
欲、

 
自
由

記
述
の

計
二

十
四

項
目

（
属
性
以

外
は
五

段
階
尺

度
）

。

中
学
生
は
上
越

市
内
の

公
立

中
学

校
一

年
生
三

十

二

名
。

期
間
は
平
成
二

十
三

年
五

月
に
一

回
の

み
。

瞑
想
は

呼
吸
法、

ボ

デ

ィ

ス

キ
ャ

ン

と

マ

イ
ン

ド
フ

ル

リ
ス
ニ

ン

グ
。

評
価
は

ア
ン

ケ

ー

ト
。

内
容
は

「

い

や

な
こ

と
」

に

つ

い

て

と
ス

ト

レ

ス

コ

ー

ピ

ン

グ

（
積
極
的

対
処、

サ
ポ

ー

ト
希
求

、

認
知
的
対
処）

尺
度

。

統

計
処
理
は

単
純
集
計、

分
散
分
析

、

t
／
サ
イ
ン

検
定

。

【

結
果

及
び

考
察
】

小

学
生
へ

の

結
果
で

は
、

 
独
立

協
調
性
の

中
の

「

他
者
重
視
傾
向
」

で

有
意
傾
向
が

み
ら
れ
た

（
t
検
定
O
〈．
霸
）

。

こ

の

こ

と
は

独
立

心
が

高
ま
る

傾
向
に

な
っ

た

と

解
釈
で

き
る

。

 
学
習

志
向

尺

度
の

中
の

「

協
同
思
考
」

に
つ

い

て、

サ
イ

ン

検
定
で

は
瞑

想
一

か

月

後
、

共
同
思
考
の

逆
の

「

助
け
あ
い

な
が
ら

勉
強
し
た
く
な
く
な
っ

た
」
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